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⼈⼝構造の若返りに向けて、⼦育て世帯の転⼊促進・転出抑制を含め、⼦ども
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年少⼈⼝割合を、中⻑期的には A>J;<�K&íL�MINO4�%�A8年
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本市では、⼦育て世帯の経済的負担の軽減を図るとともに、⼦どもの成⻑に

応じた切れ目ない⽀援を⾏うために、⼦育てに関する業務を集約・強化し、幼

児期の保育や教育、地域の⼦育て⽀援を総合的かつ計画的に⾏うため、「こど
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これからも、「かがやけ︕⼟浦の⼦どもたち」を合い⾔葉に、未来を担う⼦
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このため、多様化・⾼度化する教育保育ニーズに合わO�QY��c�ò:
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という理念の下、地域全体
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ちが成⻑する中で、⼟浦を

no���p"�qk��

'�&4
�#67�
KL� �

	
��
���������

���������� !"#"#�$%& '()�



 

���

 

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�� �$*+,-./�

Q~T�l'��
�*+���M���m�O41k�QY�,-�û

実を図ります。あわせて、⼥性活躍の視点から仕事と⼦育ての両⽴の⽀援に
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ズに対応するため、幼保連携型の「市⽴認定こども園⼟浦幼稚園」の整備を
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担う公⽴保育所と地域の保育施設が⼀丸となって、本市全体の保育の質の向
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親⼦が孤⽴することがないよう、⼦育て世帯が地域や家族とつながり、楽
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��01E� 仕事と⼦育ての両⽴�

⼥性活躍の視点から保育体制を強化することで、保護者の仕事と⼦育ての

両⽴につなげます。�

また、近年の⼥性就業率の上昇等により、共働き家庭等の児童数の更なる

増加が⾒込まれていること=����;��������;Qãd����
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⼦育ての各段階に応じた様々な経済的⽀援制度について、適宜内容の⾒直

し・拡充を図ることで、⼦育てにかかる経済的負担に対する不安の解消に取り
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��01�� ⼦育てにかかる経済的⽀援制度の不断の⾒直し�

本市では、これまでも、独⾃に教育・保育無償化の対象外児童の保育料の

軽減や⼩児の医療福祉費⽀給制度の拡充を⾏っていますが、今後も、各種経

済的⽀援制度の不断の⾒直しを⾏うことで、⼦育てに伴う家計の負担の軽減
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社会環境に適切に対応していくことで、より良い教育環境の整備と⼀層の学
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や情報活⽤能⼒の向上、⼀⼈ひとりの教育的ニー
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学校施設の⻑寿命化を図るとともに、全校を対象とした快適で使いやす
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適に学校⽣活を送ることができる学校施設の環境改善を⾏q��&
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また、推進に当たっては、保護者や地域住⺠と適宜議論するとともに、

広く市⺠への周知を⾏っていきます。�
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観光振興及び交流⼈⼝拡⼤に向けた取組成果を⽰す指標です。�
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年度までの平均の伸び率１％Å年を勘案して、A8 年後において、基準値から
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あふれる歴史や⽂化、稼げる農業として⽇本⼀の⽣産量を誇るれんこん、花な
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これら「地域の宝」を最⼤限に⽣かして本市の魅⼒を創造し、戦略的に発信

することで、⼈⼝還流を強化し、持続的に発展できるまちを目指します。�
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の取組を推進することで、交流⼈⼝の拡⼤及び市
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ンの開催を通じて、市の魅⼒を全国にアピールするとともに、交流⼈⼝の
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国指定⽂化財「上⾼津⾙塚」や「旧茨城県⽴⼟浦中学校本館」、茨城県指

定⽂化財「⼟浦城跡及び櫓門」、国宝や重要⽂化財も含まれる⼟浦藩⼟屋家

の旧蔵資料、伝統的な祭りなど、これらの本市に伝わる歴史・⽂化にまつ
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て創造した様々な魅⼒を戦略的に内外へ発信します。�
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市⺠が⼟浦に愛着を持ち、誇りを持って住み続けたいと感じてもらうと

�T��¥5�T÷!�h���#è	�T���ç±�T��41k�

若者を始め、市⺠に本市の魅⼒を再認識してもらう取組を推進します。あ
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社会動態について、転出抑制及び転⼊増加の効果により、中⻑期的には１年当
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は、多種多様な⼈々が住み良いと感じる社会を構築する必要があります。�

�

本市では、家庭⽤ごみ袋の有料化制度については、ごみの減量化が進んでい

る現状を踏まえ、家計負担を考慮し、ごみ袋の値下げを⾏うとともに、公共交

通不便地域におけるコミュニティ交通
�
の実証運⾏に向けた取組を進めるなど、

市⺠の⽣活に寄り添った施策を実施してきており、今後も、多様化・⾼度化す

る市⺠ニーズを的確に把握し、市⺠の暮らし満⾜度を⾼める取組を推進してい
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あわせて、産業発展を促し、まちに活⼒をもたらすことで、地域経済の活性
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全ての市⺠が⽣活しやすい持続可能な公共交通を実現するとともに、にぎ

わいと魅⼒のある快適で利便性の⾼い空間を形成することにより、暮らしの
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本市の都⼼部となるＪＲ⼟浦駅を拠点とする中⼼市街地と、南北の副都⼼

となるＪＲ荒川沖駅及びＪＲ神⽴駅を中⼼とする市街地については、相互に
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��01:� 公共交通不便地域の解消�

コミュニティ交通の導⼊拡⼤に向けた検討を進めるなど、公共交通不便地
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��01E� ⼟浦港周辺地区の⼟地利⽤の推進�

⼟浦港周辺地区については、多くの⽅々が訪れる魅⼒ある⼟地利⽤を推進
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��01�� 主要幹線道路等の整備�

周辺地域の活性化や暮らしやすさの向上を図るとともに、道路ネットワー

クの強化及び交通渋滞緩和を図るため、主要幹線道路等の整備を進めます。�
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動公園及び⼄⼾沼公園は、市⺠の広域的なリクリエーションの場及び健康づ
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企業⽴地等を促進し、まちに活⼒をもたらすことで、質の⾼い雇⽤の確保
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��01�� インターチェンジ周辺地区の⼟地利⽤の促進�

⺠間事業所などの⽴地促進を図るため、流通拠点である⼟浦北、桜⼟浦の

各インターチェンジ周辺地区について、適切な⼟地利⽤の誘導を⾏っていき
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本市の農作物について、⼟浦ブランドセールスによる販路拡⼤に総⼒を挙

げて取り組むとともに、稼げる農業として⽇本⼀の⽣産量を誇るれんこんを

核として、新規就農奨励等による後継者不⾜解消など、地域農業が抱える課
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地域における防災体制の更なる強化を図るため、今後 Na年間において、⾃主
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近年、地震や風⽔害を始めとする⾃然災害が激甚化し、その脅威は目に⾒え
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感染症の流⾏期等に⾃然災害が発⽣した場合の複合災害も懸念されていると
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今後も、災害被害を最⼩化し、市⺠の⽣命、財産、そして⽣活を守るため、

⾏政のサポートによる地域防災⼒の強化を推進するともに、国⼟強靭化に向け

て、必要不可⽋なインフラ整備を⾏うなど、ハード・ソフトの両⾯から、市⺠
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安⼼な市⺠⽣活を⽀える災害に強いまちづくり�



 

���

 

�

�

�

�

�� ÉÊ�ËÊÌÍ-./�

防災の意識向上に対する啓発活動を進め、「⾃助・共助」の考えの下、市⺠

��
)F*+|,+�}�ü�#h$�
KL�

rrrrr� s�K4(e� rrrrr�
�

��01�� 地域防災⼒の強化�

多様な主体のそれぞれが、防災を「⾃分ごと」として捉え、⾃律的に災害

に備えるまちづくりを目指し、市⺠の防災意識の向上と地域コミュニティの

更なる醸成を図るとともに、積極的な防災・減災対策を実施します。�
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急傾斜地の崩壊による災害から市⺠の⽣命を保護するため、法に基づく急

傾斜地崩壊危険区域の指定を受け、崩壊防⽌対策を⾏い、危険区域の解消を
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��01:� 橋梁の安全対策�

災害時における緊急輸送路等を確保するため、橋梁の耐震性の向上を図る

��Tに、道路交通の安全性を確保するため、⻑寿命化修繕計画に基づき、

計画的かつ予防的な修繕を⾏っていきます。�
�

z{K4|}h~�� ¶�6<��|}h~��

¶�6<��|}h~�´µ��


